
患者は突然再生不良性貧血を患った。それには必ず何か原因があるは
ずである。その辺りを詳しく尋ね，全面的に弁証を進めなければなら
ない。

医師
患者

患者はもともと正気不足でカゼを引きやすい。これは今回の発病と大
きな関係があるはずである。

医師
患者

患者は長期にわたり有毒物質と接触しており，それに加え，体質的に
弱かったこともあり，毒が少しずつ身体を侵し，同時に正気が損傷し
て発病にいたった。したがって，このめまいは虚損が主であると考え
られるが，虚実夾雑の可能性もまだ完全には捨て切れない。

医師

患者
医師
患者

２ めまい
症例１

　●患者：女性，26歳，工員／●診察日時：2001年２月 28日

若い女性が人に支えられながら診察室に入ってくる。顔色淡白で，元気がなく，

歩き方がゆっくりとしている。

医師
患者
医師
患者

 めまいは臨床でよくみられる症状である。その原因はさまざまで，証
候も虚実ともにあり，しかも場合によっては危険な疾病の前兆の可能
性もあるので，慎重に診断しなければならない。この患者は症状が現
れてから比較的長い時間が経っており，望診から判断しても，虚証も
しくは虚実夾雑の可能性が高い。

医師
患者



陰虚および陽虚の可能性はない。

医師
患者

 腹脹・ 納少＊で，多く食べると吐いてしまうというのは，脾胃の虚損・
納運機能の失調と関係がある。

医師

患者

 大便稀溏＊は，脾虚によって運化＊機能が失調したり，水湿が下焦に流
れ込んでいることと関係がある。中虚により気滞が現れているため，
排便後もスッキリしない。

医師
患者
医師
患者

医師
［舌診］

［脈診］

めまいがして，動くとさらに悪化することや，舌と脈の状態を合わせ
て考えると， 気血虧虚と関係がある可能性が高い。舌周囲に歯痕があ
るのは，病位が脾にあることを示しているが，その他の臓腑にも虚損
があるかどうか，さらに詳しく資料を集め，明確に弁証しなければな
らない。

医師

患者

医師
患者

めまいに 心悸・ 胸悶＊・ 悪心・ 嘔吐を伴うのは，気血不足から心が失養
し，胸部の陽気がスムーズに流れなくなり，さらに胃失和降＊になるこ
とと関係がある。

医師
患者



【カルテ】
主訴
現病歴

所見

【証名】 
【治法】 
【処方】
［参考処方］

【弁証分析】

患者は自汗＊の傾向があり，動くと悪化する。気虚によって肌表が固摂＊

できなくなっていると考えられる。

医師
患者

腎虚の主症はみられない。

医師

患者

脾虚になると統血＊機能が低下することがあり， 肌
き

衄
じく
＊などが現れるこ

とがある。また，肌衄は再生不良性貧血の患者によくみられる症状で
もある。

医師
患者

月経の量が少なく，色も薄く，周期も安定しないのは，血虚によって
衝任不足になったことと関係がある。



春は肝気が昇発する季節であり，さらに患者は体質的に陽盛または陰
虚陽亢＊の傾向があるため，自然界の陽気が盛んになることに感応し，
体内の陽気も増加し，肝気と肝火が上部につき上がって発病したと考
えられる。

医師
患者

医師

 耳鳴りは原因が異なればその症状も変わってくる。蟬の声のように細
い音であれば，多くは 腎精不足または 脾虚などの 虚証から起こるもの
である。波のように大きな音であれば， 肝胆火旺・ 肝陽上亢・ 痰火上
擾など， 実証もしくは 本虚標実証である可能性が高い。

患者

頭暈・ 頭部の脹痛・耳鳴り（波のような大きな音）・ 視力の低下・ 目や
顔が赤いなどの症状から，肝陽上亢・肝胆火旺・痰火上擾と関係があ
ると考えられる。ただし，肝陽上亢は本虚標実証であり，後の２つは
実証なので，さらに慎重に鑑別しなければならない。

医師

［舌診］

［脈診］

症例２

　●患者：男性，52歳，幹部／●診察日時：2003年３月 30日

中年男性が家族に付き添われて診察室に入ってくる。顔色がやや赤く，両目も

少し赤くなっている。

医師
患者

 めまいは 高血圧患者によくみられる症状である。患者は目も顔も赤い
ことから，肝陽上亢の証である可能性が高い。しかし，その他の病状
の資料が完全に揃っていない段階では，結論を出すのはまだ早すぎる。

医師
［血圧］

患者



 腰膝酸軟＊・ 頭が重く足が軽い・ 歩くときにフワフワとした感覚があ
る，これらは肝陽上亢・肝腎陰虚・上盛下虚〔上焦が実し下焦が虚し
ている〕と関係がある。

医師
患者

 げっぷは虚実ともに現れる症状である。虚証では，胃気虚などがあり，
一般に病程が長く，げっぷの音は低く沈んでいる。実証では，病程が
短く，げっぷの音も大きい。主には胃に未消化の食べものが滞ってい
たり，肝気が胃を犯していることなどが考えられる。この患者の病程
は短いが，その他にも音などについてさらに詳しく尋ねなければなら
ない。

医師
患者
医師
患者

舌と脈の状態および前述の各症状を合わせて考えると，陰虚陽亢であ
る可能性が高い。ただし，さらに多くの資料を集めて正確な弁証をし
なければならない。

医師
患者

患者は急躁＊・易怒＊であることから，肝気・肝火が亢進して肝陽上亢
となり，めまいがひどくなった。

医師
患者

肝陽上亢は陽亢が標で，陰虚が本であり，その病理の基礎は 肝腎陰虚
である。陽亢から心神をかき乱し，心神が不安定となり，心煩＊・ 不眠・ 
多夢が起こる。ここでは関連する症状の有無を尋ねなければならない。

医師
患者

医師
患者
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黛 芦

芍

【弁証分析】

げっぷは病程が短く，音が大きく，特に臭いもない場合は，情緒との
関係が深い。このことから肝気が胃を犯しているものであると考えら
れる。肝の疏泄機能が失調し，肝気が横逆して胃を犯し，胃気が上逆
するため，食欲が低下し，げっぷがよく出るようになる。

医師
患者

 口渇・ 咽乾で夜間に特にその傾向が強い， 盗汗＊，これらは肝腎陰虚
によって陰が陽を制御できなくなり，虚熱＊が津液を外に追い出して，
身体が失養するために起こる。

医師
患者
医師

患者

 大便乾結＊は肝腎陰虚により虚火＊が津液を灼き，腸道が潤わなくなっ
たことと関係がある。便秘で排便困難になると，陽が亢進して内風を
引き起こしやすいので，患者には便通をよくするように指導しなけれ
ばならない。

【カルテ】
主訴



患者

めまいの原因はさまざまであり，病機も虚実ともに存在する。さらに
随伴する症状などを詳しく尋ね，証の虚実や邪気の性質を明確にしな
ければならない。

医師
患者

医師
患者

めまい・ 目のかすみ・ 耳鳴り・難聴・頭が何かで包まれているように
重い・ 身体や四肢が重く感じる・胸悶・ 悪心，これらの症状は痰濁が
中焦で阻滞し，清陽が上昇しなくなり，気機がスムーズに流れなくな
ったことと関係がある。

症例３　

　●患者：女性，42歳，教師／●診察日時：2002年９月 17日

中年女性が診察室に入ってくる。足取りはゆっくりとしており，体型はやや太

り気味，顔色は暗く，目にも力がない。

医師
患者
医師

患者
医師
患者

医師

患者

医師



患者はもともと痰濁が盛んな体質のようである。これは本症の発作と
関係が深いはずである。

医師
患者
医師
患者

痰濁が盛んで，湿濁が下焦へも流れ込むため白くて濃い帯下が多くな
る。これは痰濁内盛の症候と一致する。

【カルテ】
主訴
現病歴

所見

【証名】 
【治法】 
【処方】

医師

［舌診］

［脈診］

舌と脈の状態を合わせて考えると，痰濁が中焦で阻滞して起こってい
る可能性が高い。

医師
患者

痰濁が阻滞することによって脾陽が不振になっているのであろう。

医師
患者

痰濁が盛んで津液の損傷はみられない。

医師
患者
医師
患者

身体がだるく眠気が取れないのは，痰湿が盛んなことから清陽が上昇
しなくなったことと関係がある。

医師
患者
医師
患者



まとめ

倦＊

蟬

痩

塡

［参考処方］

【弁証分析】

【解説】
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